
令和 6 年度 学校教育自己診断の結果と分析（令和 6 年 12 月実施） 

大阪府立大塚高等学校 

 

（今年度肯定率(昨年度・一昨年度)） 

 

全体を通して、前年度は一昨年度の結果と比べ全体的に大きい伸びを示した。今年度は昨年度と比べ、

数値が落ちた項目はあるものの大きな数値ではない。多くの項目で昨年度を超えていることから昨年度

の結果を維持しつつ、さらに伸びを示していると言える 

 

【授業】 

（生徒）「授業について、教え方は工夫されている」肯定率 82.3% (昨年度 81.8％・一昨年 66.1％) 

「授業はわかりやすく楽しい」75.5% (75.5%・60.2％)  

    「コンピュータや視聴覚機材などを使って発表する機会がある」90.0%（89.6％・81.2％) 

「朝学や補習・講習は役立っている。」68.6%（72.0％・－） 

（教員）「生徒の到達度に合わせて、学習指導の方法や内容について工夫している」93.3%（86.1％・ 

72.7％) 

「コンピュータ等の ICT 機器を教科の授業などで活用している」100%（97.2％・90.9％)  

「参加体験型の学習を行うなど、指導方法の工夫・改善を行っている」87.1%（83.3％・75.8%) 

 

本校の授業改善については、これまで「授業力向上委員会」「情報委員会」を中心に、Chromebook を

活用した授業改善に取り組み、昨年度は「授業力向上委員会」が中心となり初任者、10 年経験者を対象

に授業力改善を進め、授業見学および研究協議に取り組んだ。今年度は首席が中心となり、教科を超え

たチームを作り、各自の課題と目標などについて話し合い、授業見学の実施、研究協議を行った。 

効果として、「学習指導の方法や内容について工夫している」は昨年比 7.2%増の 93.3%に、また指導

方法の工夫・改善を行っている」も昨年比 3.8%増の 87.1%に伸びた。ただし、生徒の結果からは「教え

方は工夫されている」は昨年比 0.5%の微増 82.3%にとどまり、「授業はわかりやすく楽しい」は昨年と

同じ 75.5%であった。これは結果の数値は高いとはいえ、教員の取り組みが生徒に伝わっていないと考

えられることから、さらなる教員の工夫を行う必要があると考えられる。 

「ＩＣＴ機器を授業に活用している」と回答した教員は 100%となったが、生徒の 90%という結果か

ら今後もＩＣＴ活用をベースとした授業展開、生徒が主体的に学ぶ授業、生徒自身が学んだことを実感

できる、わかりやすい授業づくりを授業力向上委員会を中心に教科を超えて取り組んでいく必要がある。 

昨年度から生徒への追加項目として「朝学や補習・講習は役立っている。」の項目は、昨年比 3.4%減

の 68.6%となった。今後、さらに活用を進めていく必要がある。 

 

 

【生徒指導】 

（生徒） 「学校生活についての先生の指導は納得できる」77.4%（79.1％・70.7％) 

（保護者）「学校の生徒指導の方針に共感できる」77.0%（77.5％・70.4％) 

（教員） 「この学校では、生徒による問題行動が起こった時、組織的に対応できる体制が整っている。」 

93.5%（91.9%・90.6％) 

 



生徒指導への理解について、生徒は、昨年比 1.7%数値が減、保護者も昨年比 0.5%減となっているも

のの、数値自体は 77%と高い数値となっており、理解をしていただいていると考える。教員については、

「組織的に対応できる体制が整っている」が昨年に続いて 90%を超えており、学校の生徒指導について

の理解を得ていると考えられる。今後も、保護者との連携、理解、協力を得られるよう丁寧な説明と指

導を続けていく必要がある。 

また、生徒指導と教育相談（カウンセリング等）との連携については、教員は 83.9%と高い数値で、

生徒は昨年比 3.4％増の 76%を超える数値となった。保護者も８割を超えた数値となっている。今後も

生徒が気軽に相談できる教育相談体制を作り、心のケアも合わせた生徒指導をさらに進めていく必要が

あると思われる。 

 

【進路指導】 

（生徒）「ホームルームなどで将来の進路や生き方について考える機会がある」92.3%（90.6％・89.8％) 

「模擬試験のデータを学習や生活習慣に活かしている。」71.3％（71.6％・－） 

（保護者）「将来の進路や職業などについて適切な指導を行っている」83.3%（86.9％・74.8％) 

     「教育情報について提供の努力をしている」83.6%（84.6％・65.7％） 

（教員） 「生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい指導を行っ

ている」96.8%（89.2％・81.3％) 

「模擬試験の結果（データ）を進路指導に活かしている。」77.4％（83.8％・－） 

 

進路指導についてほとんどの項目で数値は上昇または高止まりをしている。これまで低い数値を示し

ていた保護者の「学校による教育情報の提供努力」も昨年比 1%減の 83.6%と高い数値となった。 

各学年で実施する保護者進路説明会で参加形式を校内参加だけでなく、学校に来れない保護者の方に

は Web 参加ができるように案内している。いろいろな形で学校の行事に参加できる体制づくりが必要

であると思われる。 

また、今年度追加項目の「模擬試験の結果（データ）を進路指導に活かしている。」については生徒も、

教員も 7 割を超える高い肯定率となった。 

 

【学校運営】 

（教員）「学校運営に校長のリーダーシップが発揮されている」100%（97.3％・87.9%) 

「校長は自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにしている」100％（100％・

100%) 

「教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員が意欲的に取り組め

る環境にある」83.4%（89.2％・51.5%) 

「この学校では、初任者等、経験の少ない教職員を育成する体制がとれている。」86.7%（83.8％・ 

42.9%) 

 

校長のリーダーシップのもと学校運営が行われていることがいずれの結果からも伺える。引き続いて

各教員が意欲的に職務に取り組み、その能力を十分に発揮できる職場環境づくりを続けていく必要があ

る。 

また、「初任者等、経験の少ない教職員を育成する体制がとれている」については、前年比 2.9%増の

86.7%と、校内での取り組みが評価されていることを示している。 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

  



大塚高等学校令和６年度 

学校教育自己診断（生徒） 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大塚高等学校令和６年度 

学校教育自己診断（保護者） 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大塚高等学校令和６年度 

学校教育自己診断（教職員用） 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


